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い っ ぷ く

　
東
京
都
練
馬
区
に
あ
る
光
が
丘
公
園
に

当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
を
中
心
と
し
た
精
鋭
12

名
が
集
結
し
、
京
野
菜
の
宣
伝
販
売
で
大

活
躍
し
た
。
近
年
、
伝
統
京
野
菜
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
背
景
に
他
産
地
で
生
産
さ
れ
た

京
野
菜
が
多
く
流
通
し
て
い
る
。
戸
田
秀

司
代
表
理
事
組
合
長
は
「
当
Ｊ
Ａ
管
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
伝
統
京
野
菜
は
、
京
都

の
文
化
が
創
り
出
し
た
名
品
と
思
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
注
が
れ
た
生
産
者
の
技
と
京

都
の
気
候
風
土
で
生
ま
れ
た
本
場
京
野
菜

は
、
他
産
地
京
野
菜
と
は
品
質
が
全
く
違

う
」
と
日
頃
か
ら
歯
が
ゆ
い
思
い
を
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
精
鋭
の
一
人
、
渡
邉
幸

浩
青
壮
年
部
長
は
今
回
の
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お

ば
視
察
の
目
的
を
語
っ
た
。
数
年
前
に
地

元
支
部
で
都
市
農
業
視
察
に
行
っ
た
の
が

Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
。
渡
邉
青
壮
年
部
長
と

同
Ｊ
Ａ
の
山
口
卓
青
壮
年
組
織
協
議
会
顧

問
と
の
交
流
が
重
ね
ら
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ
東

京
あ
お
ば
の
農
業
祭
に
話
が
及
ん
だ
。

「
本
場
の
京
野
菜
を
東
京
都
民
に
ぜ
ひ
紹

介
し
て
欲
し
い
。
そ
の
場
は
農
業
祭
で
提

供
し
た
い
」
と
山
口
氏
か
ら
ラ
ブ
コ
ー
ル

を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
は
、
毎
年

10
万
人
を
越
え
る
来
場
者
で
賑
わ
う
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
来
場
者
が

多
い
理
由
の
一
つ
に
、
食
の
出
展
ブ
ー
ス

が
非
常
に
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｊ

Ａ
東
京
あ
お
ば
は
こ
れ
ま
で
か
ら
全
国
の

主
要
な
Ｊ
Ａ
と
連
携
さ
れ
、
他
Ｊ
Ａ
の
出

展
ブ
ー
ス
が
多
く
、
各
地
の
特
産
品
が
ズ

ラ
リ
と
並
ぶ
。
農
業
祭
の
開
催
時
期
が
晩

秋
で
、
食
の
展
開
が
盛
ん
だ
。
当
Ｊ
Ａ
の

感
謝
祭
は
真
夏
に
開
催
し
、
今
年
は
炎
暑

の
影
響
も
あ
り
来
場
者
は
大
き
く
減
っ

た
。
渡
邉
青
壮
年
部
長
は
、
こ
う
し
た
農

業
祭
の
有
り
様
に
つ
い
て
も
学
び
取
り
た

い
思
い
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
本
場
京
野
菜
を
大
都

会
東
京
に
大
き
く
宣
伝
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
、
戸
田
組
合
長
の
歯
が
ゆ
い
思

い
を
晴
ら
し
、
京
都
市
で
作
ら
れ
て
い
る

「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」
を
強
力
に
発
信

し
て
い
く
展
開
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
農

協
改
革
の
一
つ
で
あ
る
農
業
者
の
所
得
増

大
へ
の
一
手
に
な
る
と
の
思
い
も
あ
っ

た
。
今
後
に
大
き
な
成
果
を
繋
ぐ
に
は
青

壮
年
部
だ
け
の
展
開
で
は
厳
し
い
。
Ｊ
Ａ

京
都
市
一
体
と
な
っ
て
乗
り
込
み
た
い
と

の
思
い
を
戸
田
組
合
長
に
伝
え
た
。

　
戸
田
組
合
長
は
、
渡
邉
青
壮
年
部
長
か

ら
の
要
請
を
快
諾
し
「
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
京
都

市
の
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
が
あ
る
。

青
壮
年
部
の
精
鋭
に
劣
ら
な
い
役
職
員
を

揃
え
、
こ
の
先
の
道
程
を
確
か
な
も
の
に

し
た
い
」
と
当
該
視
察
に
全
面
的
支
援
を

約
束
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
受
け
、
清

水
克
彦
営
農
経
済
担
当
常
務
が
統
括
企
画

の
立
場
か
ら
、
業
務
推
進
部
課
長
が
広
報
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ＪＡ東京あおば農業祭に
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『 日の出 』
　古来より「初日の出と共に歳神様が現
れる」と信じられていました。
　歳神様の由来には諸説ありますが、
稲の豊作をもたらす神様として、日本で
は昔から大切に扱われていたとされて
います。
　2019年が豊作の年になりますように・・・。

撮影場所　渡月橋

●表紙の紹介
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Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
に
多
く
の
思
い
を
も
っ
て
参
加

いっぷく面
か
ら
、
営
農
経
済
部
課
長
は
今
後
の
事

業
展
開
の
立
場
か
ら
加
わ
り
、
具
体
的
戦

略
が
思
索
さ
れ
た
。
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜

と
し
て
出
品
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
品

質
を
確
保
で
き
る
生
産
者
の
協
力
が
必
要

と
な
っ
た
。
青
壮
年
部
の
人
脈
を
辿
り
東

京
に
出
品
で
き
る
京
野
菜
は
揃
っ
た
。
ま

た
、
輸
送
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
場
で
の

京
野
菜
流
通
を
企
図
し
て
い
る
全
農
京
都

府
本
部
の
協
力
を
得
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
チ
ー

ム
に
新
た
な
援
軍
が
加
わ
っ
た
。

　
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
は
11
月
17
日
と

18
日
の
２
日
間
。
当
Ｊ
Ａ
は
17
日
だ
け
の

参
加
で
あ
っ
た
。
前
日
の
16
日
は
、
当
Ｊ

Ａ
青
壮
年
部
主
催
の
秋
季
農
産
物
品
評
会

開
催
日
。
戸
田
組
合
長
か
ら
当
品
評
会
で

特
別
賞
を
受
賞
し
た
京
野
菜
を
東
京
都
民

に
ぜ
ひ
披
露
し
た
い
と
嬉
し
い
使
命
を
受

け
た
。

　
17
日
の
光
が
丘
公
園
は
、
雲
一
つ
無
い

日
本
晴
れ
と
な
っ
た
。
搬
送
品
の
京
野
菜

が
会
場
に
届
け
ら
れ
た
。
鮮
度
は
良
く
品

質
は
保
た
れ
、
九
条
ね
ぎ･

金
時
に
ん
じ

ん･

冨
有
柿
を
は
じ
め
10
種
類
以
上
約
５

０
０
点
の
京
野
菜
が
揃
っ
た
。
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
始
さ
れ
る
と

同
時
に
、
各
ブ
ー
ス
は
多
く
の
来
場
者
で

埋
ま
っ
た
。
中
で
も
、
ほ
ん
ま
も
ん
京
野

菜
の
幟
が
あ
が
っ
た
当
Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
に
一

際
人
が
押
し
寄
せ
た
。
は
じ
め
か
ら
安
売

り
は
せ
ず
市
場
価
格
以
上
の
価
格
で
勝
負

し
た
。
堀
川
ご
ぼ
う
で
苦
戦
す
る
と
思
い

き
や
一
番
早
く
完
売
し
た
。
九
条
ね
ぎ
は

絶
大
な
人
気
が
あ
り
続
い
て
完
売
。
根
菜

類
は
重
量
も
あ
り
完
売
に
時
間
を
要
し

た
。
葉
物
は
壬
生
菜
が
人
気
で
あ
り
こ
れ

ら
も
順
次
完
売
。
来
場
者
の
多
く
が
当
Ｊ

Ａ
の
ブ
ー
ス
前
で
立
ち
止
ま
り
、
時
に
店

頭
に
並
べ
ら
れ
た
京
野
菜
の
美
し
さ
に
感

嘆
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
購
入
に
尻
込

み
を
さ
れ
て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
の
理
由
は
調
理
法
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
だ
。
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
い
た
が
実

感
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
こ
を
青
壮
年
部
員
達
は
絶
妙
な
関

西
弁
を
交
え
都
民
の
心
を
く
す
ぐ
り
、
夕

餉
の
献
立
に
仕
立
て
て
い
っ
た
。

　
会
場
の
本
部
傍
ら
に
は
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば

青
壮
年
部
員
に
よ
る
振
る
舞
い
餅
が
つ
か

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
並
ん
で
い
た
。
ま

た
、
農
産
物
品
評
会
出
展
品
も
会
場
の
一

角
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
特
産
品
で
あ
る

練
馬
大
根
や
小
松
菜
の
品
質
の
高
さ
が
目

に
つ
い
た
。
平
安
神
宮
で
特
別
賞
に
輝
い
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〜「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」を
東
京
で
Ｐ
Ｒ
〜

た
京
野
菜
が
品
評
会
会
場
中
心
に
展
示
さ

れ
、
多
く
の
都
民
の
注
目
を
受
け
て
い

た
。
か
く
し
て
東
京
で
の
「
ほ
ん
ま
も
ん

京
野
菜
」
の
お
披
露
目
と
販
売
は
成
功
裡

に
終
了
し
た
。

　
練
馬
区
・
板
橋
区
は
東
京
都
心
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
住
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高

い
。
行
政
で
あ
る
練
馬
区
が
行
っ
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
80
％
以
上
の
住
民
が
農

地
を
残
し
て
欲
し
い
と
回
答
し
た
。
地
域

住
民
の
多
く
が
農
地
も
環
境
の
ひ
と
つ
と

認
識
さ
れ
、
都
市
農
業
を
支
え
る
応
援
団

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
係
性
を
踏
ま

え
、
行
政
で
あ
る
練
馬
区
が
見
守
り
、
農

業
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
自
治
が
出
来

上
が
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
れ
だ
け
の
地

域
住
民
で
埋
ま
る
農
業
祭
が
開
催
で
き
て

い
る
と
言
え
る
。

　
祭
り
を
終
え
、
渡
邉
青
壮
年
部
長
は

「
多
く
の
思
い
を
抱
え
こ
の
視
察
に
臨
ん

だ
。
あ
っ
と
い
う
間
の
一
日
で
あ
っ
た
が

農
業
祭
の
有
り
様
、
地
域
住
民
と
の
関
係

性
、
大
都
会
で
農
業
を
営
む
青
壮
年
部
員

達
の
心
意
気
、
地
産
地
消
へ
の
展
開
な
ど

多
く
の
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。
何
よ
り

も
全
国
の
Ｊ
Ａ
参
加
を
呼
び
か
け
、
こ
れ

だ
け
の
大
き
な
農
業
祭
を
青
壮
年
部
主
体

で
営
ん
で
い
る
チ
ー
ム
力
に
感
心
し
た
。

来
年
は
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
が
練
馬

区
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
こ
れ
も
青
壮
年

部
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
来
年
の
開
催

に
向
け
行
政
と
一
体
で
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
我
々
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮

年
部
執
行
部
は
若
く
未
熟
な
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
都
市
農
業
振
興
へ
の
志
は
熱
い
。

今
回
の
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
で

培
っ
た
も
の
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
今
回

の
視
察
で
は
、
青
壮
年
部
有
志
と
し
て
執

行
部
３
名
に
６
名
の
盟
友
が
加
わ
っ
て
く

れ
た
。
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
京
都
市
役
職
員
３
名

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
強
い
一
体
感
で

や
り
遂
げ
ら
れ
た
。
こ
の
先
も
部
員
同
士

の
結
束
を
強
め
、
オ
ー
ル
Ｊ
Ａ
京
都
市
で

都
市
農
業
の
未
来
づ
く
り
に
努
め
た
い
」

と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
の
参
加
者

渡
邉
幸
浩
部
長（
山
科
南
部
）福
井
季
代
治

副
部
長（
川
岡
）平
井
栄
一
会
計（
山
科
北

部
）岡
部
宗
義（
梅
津
）清
水
大
介（
川
岡
）

米
澤
一
成（
上
鳥
羽
）森
田
晃
司（
上
賀
茂
）

水
澤
正
容（
大
宮
）前
田
龍
也（
大
宮
）

清
水
克
彦（
常
務
理
事
）今
井
康
光（
業
務

推
進
部
）今
井
大
輔（
営
農
経
済
部
）

▲渡邉青壮年部長（下段左から二人目）
　をはじめ青壮年部員と役職員▲この祭のシンボルである野菜の宝船

▲ほんまもん京野菜を掲げ
　この大盛況ぶり！
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東
京
都
練
馬
区
に
あ
る
光
が
丘
公
園
に

当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
を
中
心
と
し
た
精
鋭
12

名
が
集
結
し
、
京
野
菜
の
宣
伝
販
売
で
大

活
躍
し
た
。
近
年
、
伝
統
京
野
菜
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
背
景
に
他
産
地
で
生
産
さ
れ
た

京
野
菜
が
多
く
流
通
し
て
い
る
。
戸
田
秀

司
代
表
理
事
組
合
長
は
「
当
Ｊ
Ａ
管
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
伝
統
京
野
菜
は
、
京
都

の
文
化
が
創
り
出
し
た
名
品
と
思
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
注
が
れ
た
生
産
者
の
技
と
京

都
の
気
候
風
土
で
生
ま
れ
た
本
場
京
野
菜

は
、
他
産
地
京
野
菜
と
は
品
質
が
全
く
違

う
」
と
日
頃
か
ら
歯
が
ゆ
い
思
い
を
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
精
鋭
の
一
人
、
渡
邉
幸

浩
青
壮
年
部
長
は
今
回
の
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お

ば
視
察
の
目
的
を
語
っ
た
。
数
年
前
に
地

元
支
部
で
都
市
農
業
視
察
に
行
っ
た
の
が

Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
。
渡
邉
青
壮
年
部
長
と

同
Ｊ
Ａ
の
山
口
卓
青
壮
年
組
織
協
議
会
顧

問
と
の
交
流
が
重
ね
ら
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ
東

京
あ
お
ば
の
農
業
祭
に
話
が
及
ん
だ
。

「
本
場
の
京
野
菜
を
東
京
都
民
に
ぜ
ひ
紹

介
し
て
欲
し
い
。
そ
の
場
は
農
業
祭
で
提

供
し
た
い
」
と
山
口
氏
か
ら
ラ
ブ
コ
ー
ル

を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
は
、
毎
年

10
万
人
を
越
え
る
来
場
者
で
賑
わ
う
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
来
場
者
が

多
い
理
由
の
一
つ
に
、
食
の
出
展
ブ
ー
ス

が
非
常
に
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｊ

Ａ
東
京
あ
お
ば
は
こ
れ
ま
で
か
ら
全
国
の

主
要
な
Ｊ
Ａ
と
連
携
さ
れ
、
他
Ｊ
Ａ
の
出

展
ブ
ー
ス
が
多
く
、
各
地
の
特
産
品
が
ズ

ラ
リ
と
並
ぶ
。
農
業
祭
の
開
催
時
期
が
晩

秋
で
、
食
の
展
開
が
盛
ん
だ
。
当
Ｊ
Ａ
の

感
謝
祭
は
真
夏
に
開
催
し
、
今
年
は
炎
暑

の
影
響
も
あ
り
来
場
者
は
大
き
く
減
っ

た
。
渡
邉
青
壮
年
部
長
は
、
こ
う
し
た
農

業
祭
の
有
り
様
に
つ
い
て
も
学
び
取
り
た

い
思
い
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
本
場
京
野
菜
を
大
都

会
東
京
に
大
き
く
宣
伝
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
、
戸
田
組
合
長
の
歯
が
ゆ
い
思

い
を
晴
ら
し
、
京
都
市
で
作
ら
れ
て
い
る

「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」
を
強
力
に
発
信

し
て
い
く
展
開
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
農

協
改
革
の
一
つ
で
あ
る
農
業
者
の
所
得
増

大
へ
の
一
手
に
な
る
と
の
思
い
も
あ
っ

た
。
今
後
に
大
き
な
成
果
を
繋
ぐ
に
は
青

壮
年
部
だ
け
の
展
開
で
は
厳
し
い
。
Ｊ
Ａ

京
都
市
一
体
と
な
っ
て
乗
り
込
み
た
い
と

の
思
い
を
戸
田
組
合
長
に
伝
え
た
。

　
戸
田
組
合
長
は
、
渡
邉
青
壮
年
部
長
か

ら
の
要
請
を
快
諾
し
「
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
京
都

市
の
未
来
を
切
り
拓
く
可
能
性
が
あ
る
。

青
壮
年
部
の
精
鋭
に
劣
ら
な
い
役
職
員
を

揃
え
、
こ
の
先
の
道
程
を
確
か
な
も
の
に

し
た
い
」
と
当
該
視
察
に
全
面
的
支
援
を

約
束
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
受
け
、
清

水
克
彦
営
農
経
済
担
当
常
務
が
統
括
企
画

の
立
場
か
ら
、
業
務
推
進
部
課
長
が
広
報

●
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ＪＡ東京あおば農業祭に
多くの思いをもって参加

～「ほんまもん京野菜」を東京でＰＲ～

『 日の出 』
　古来より「初日の出と共に歳神様が現
れる」と信じられていました。
　歳神様の由来には諸説ありますが、
稲の豊作をもたらす神様として、日本で
は昔から大切に扱われていたとされて
います。
　2019年が豊作の年になりますように・・・。

撮影場所　渡月橋

●表紙の紹介

特 集

Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
に
多
く
の
思
い
を
も
っ
て
参
加

いっぷく面
か
ら
、
営
農
経
済
部
課
長
は
今
後
の
事

業
展
開
の
立
場
か
ら
加
わ
り
、
具
体
的
戦

略
が
思
索
さ
れ
た
。
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜

と
し
て
出
品
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
品

質
を
確
保
で
き
る
生
産
者
の
協
力
が
必
要

と
な
っ
た
。
青
壮
年
部
の
人
脈
を
辿
り
東

京
に
出
品
で
き
る
京
野
菜
は
揃
っ
た
。
ま

た
、
輸
送
に
つ
い
て
は
、
東
京
市
場
で
の

京
野
菜
流
通
を
企
図
し
て
い
る
全
農
京
都

府
本
部
の
協
力
を
得
た
。
当
Ｊ
Ａ
の
チ
ー

ム
に
新
た
な
援
軍
が
加
わ
っ
た
。

　
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
は
11
月
17
日
と

18
日
の
２
日
間
。
当
Ｊ
Ａ
は
17
日
だ
け
の

参
加
で
あ
っ
た
。
前
日
の
16
日
は
、
当
Ｊ

Ａ
青
壮
年
部
主
催
の
秋
季
農
産
物
品
評
会

開
催
日
。
戸
田
組
合
長
か
ら
当
品
評
会
で

特
別
賞
を
受
賞
し
た
京
野
菜
を
東
京
都
民

に
ぜ
ひ
披
露
し
た
い
と
嬉
し
い
使
命
を
受

け
た
。

　
17
日
の
光
が
丘
公
園
は
、
雲
一
つ
無
い

日
本
晴
れ
と
な
っ
た
。
搬
送
品
の
京
野
菜

が
会
場
に
届
け
ら
れ
た
。
鮮
度
は
良
く
品

質
は
保
た
れ
、
九
条
ね
ぎ･

金
時
に
ん
じ

ん･

冨
有
柿
を
は
じ
め
10
種
類
以
上
約
５

０
０
点
の
京
野
菜
が
揃
っ
た
。
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
始
さ
れ
る
と

同
時
に
、
各
ブ
ー
ス
は
多
く
の
来
場
者
で

埋
ま
っ
た
。
中
で
も
、
ほ
ん
ま
も
ん
京
野

菜
の
幟
が
あ
が
っ
た
当
Ｊ
Ａ
ブ
ー
ス
に
一

際
人
が
押
し
寄
せ
た
。
は
じ
め
か
ら
安
売

り
は
せ
ず
市
場
価
格
以
上
の
価
格
で
勝
負

し
た
。
堀
川
ご
ぼ
う
で
苦
戦
す
る
と
思
い

き
や
一
番
早
く
完
売
し
た
。
九
条
ね
ぎ
は

絶
大
な
人
気
が
あ
り
続
い
て
完
売
。
根
菜

類
は
重
量
も
あ
り
完
売
に
時
間
を
要
し

た
。
葉
物
は
壬
生
菜
が
人
気
で
あ
り
こ
れ

ら
も
順
次
完
売
。
来
場
者
の
多
く
が
当
Ｊ

Ａ
の
ブ
ー
ス
前
で
立
ち
止
ま
り
、
時
に
店

頭
に
並
べ
ら
れ
た
京
野
菜
の
美
し
さ
に
感

嘆
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
購
入
に
尻
込

み
を
さ
れ
て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
そ
の
理
由
は
調
理
法
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
だ
。
レ
シ
ピ
を
用
意
し
て
い
た
が
実

感
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
そ
こ
を
青
壮
年
部
員
達
は
絶
妙
な
関

西
弁
を
交
え
都
民
の
心
を
く
す
ぐ
り
、
夕

餉
の
献
立
に
仕
立
て
て
い
っ
た
。

　
会
場
の
本
部
傍
ら
に
は
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば

青
壮
年
部
員
に
よ
る
振
る
舞
い
餅
が
つ
か

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
並
ん
で
い
た
。
ま

た
、
農
産
物
品
評
会
出
展
品
も
会
場
の
一

角
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
特
産
品
で
あ
る

練
馬
大
根
や
小
松
菜
の
品
質
の
高
さ
が
目

に
つ
い
た
。
平
安
神
宮
で
特
別
賞
に
輝
い
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〜「
ほ
ん
ま
も
ん
京
野
菜
」を
東
京
で
Ｐ
Ｒ
〜

た
京
野
菜
が
品
評
会
会
場
中
心
に
展
示
さ

れ
、
多
く
の
都
民
の
注
目
を
受
け
て
い

た
。
か
く
し
て
東
京
で
の
「
ほ
ん
ま
も
ん

京
野
菜
」
の
お
披
露
目
と
販
売
は
成
功
裡

に
終
了
し
た
。

　
練
馬
区
・
板
橋
区
は
東
京
都
心
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
住
民
の
環
境
へ
の
意
識
が
高

い
。
行
政
で
あ
る
練
馬
区
が
行
っ
た
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
80
％
以
上
の
住
民
が
農

地
を
残
し
て
欲
し
い
と
回
答
し
た
。
地
域

住
民
の
多
く
が
農
地
も
環
境
の
ひ
と
つ
と

認
識
さ
れ
、
都
市
農
業
を
支
え
る
応
援
団

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
係
性
を
踏
ま

え
、
行
政
で
あ
る
練
馬
区
が
見
守
り
、
農

業
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
自
治
が
出
来

上
が
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
れ
だ
け
の
地

域
住
民
で
埋
ま
る
農
業
祭
が
開
催
で
き
て

い
る
と
言
え
る
。

　
祭
り
を
終
え
、
渡
邉
青
壮
年
部
長
は

「
多
く
の
思
い
を
抱
え
こ
の
視
察
に
臨
ん

だ
。
あ
っ
と
い
う
間
の
一
日
で
あ
っ
た
が

農
業
祭
の
有
り
様
、
地
域
住
民
と
の
関
係

性
、
大
都
会
で
農
業
を
営
む
青
壮
年
部
員

達
の
心
意
気
、
地
産
地
消
へ
の
展
開
な
ど

多
く
の
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。
何
よ
り

も
全
国
の
Ｊ
Ａ
参
加
を
呼
び
か
け
、
こ
れ

だ
け
の
大
き
な
農
業
祭
を
青
壮
年
部
主
体

で
営
ん
で
い
る
チ
ー
ム
力
に
感
心
し
た
。

来
年
は
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
が
練
馬

区
で
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
こ
れ
も
青
壮
年

部
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
来
年
の
開
催

に
向
け
行
政
と
一
体
で
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。
我
々
Ｊ
Ａ
京
都
市
青
壮

年
部
執
行
部
は
若
く
未
熟
な
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
都
市
農
業
振
興
へ
の
志
は
熱
い
。

今
回
の
Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
の
農
業
祭
で

培
っ
た
も
の
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
今
回

の
視
察
で
は
、
青
壮
年
部
有
志
と
し
て
執

行
部
３
名
に
６
名
の
盟
友
が
加
わ
っ
て
く

れ
た
。
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
京
都
市
役
職
員
３
名

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
強
い
一
体
感
で

や
り
遂
げ
ら
れ
た
。
こ
の
先
も
部
員
同
士

の
結
束
を
強
め
、
オ
ー
ル
Ｊ
Ａ
京
都
市
で

都
市
農
業
の
未
来
づ
く
り
に
努
め
た
い
」

と
熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

Ｊ
Ａ
東
京
あ
お
ば
農
業
祭
の
参
加
者

渡
邉
幸
浩
部
長（
山
科
南
部
）福
井
季
代
治

副
部
長（
川
岡
）平
井
栄
一
会
計（
山
科
北

部
）岡
部
宗
義（
梅
津
）清
水
大
介（
川
岡
）

米
澤
一
成（
上
鳥
羽
）森
田
晃
司（
上
賀
茂
）

水
澤
正
容（
大
宮
）前
田
龍
也（
大
宮
）

清
水
克
彦（
常
務
理
事
）今
井
康
光（
業
務

推
進
部
）今
井
大
輔（
営
農
経
済
部
）

▲渡邉青壮年部長（下段左から二人目）
　をはじめ青壮年部員と役職員▲この祭のシンボルである野菜の宝船

▲ほんまもん京野菜を掲げ
　この大盛況ぶり！
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い っ ぷ く

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
世
界
経
済
の
持
ち
直
し
を
背
景
に
、

個
人
消
費
は
緩
や
か
に
回
復
し
、
雇
用
環
境
に
お
い
て
も
、
有
効
求
人
倍
率
が

高
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
国
内
景
気
は
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
経
済
に
お
い
て
は
、
米
中
経
済
摩
擦
の
影
響
や
欧
州

の
政
治
情
勢
の
混
乱
も
見
ら
れ
、
世
界
的
に
株
価
が
下
落
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
以
降
、
市
場
金
利
は

超
低
金
利
状
態
に
あ
り
、
金
利
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
運
用
利
回
り
低

下
に
伴
う
利
ざ
や
は
さ
ら
に
縮
小
に
向
か
い
、
経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
、
組
合
設
立
70
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様
の
組
合
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
・
ご
支
援
、
そ
し
て
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
る
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
自
己
改
革
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
承
認
基

準
を
設
け
、
持
続
性
の
高
い
農
業
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
都
市
農
業
の
更
な
る
発
展
と
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
、
京
都
学
園
大
学
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
当
Ｊ
Ａ
に
必
要
な
学
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
産
学
連
携
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ

Ａ
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
農
業
を
支
え
、
食
と
農
で
繋
が
る
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
も
益
々
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
16
日
、
平
安
神
宮
で
秋
季
農

産
物
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

は
、
９
月
に
近
畿
地
方
を
直
撃
し
た
台

風
の
影
響
で
生
育
状
態
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
前
年
度
よ
り
多
い
１
，０
０

７
点
の
農
産
物
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
野
菜
は
境
内
額
殿
に
並
べ

ら
れ
、
観
光
客
は
「
九
条
ね
ぎ
を
初
め

て
見
た
け
れ
ど
、
葉
色
が
鮮
や
か
な
濃

緑
で
意
外
と
形
状
が
太
く
て
と
て
も
驚

い
た
」
と
伝
統
京
野
菜
九
条
ね
ぎ
を
見

学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

品
評
会
出
品
野
菜
を

  

販
売

▲大宮支部品評会（11月27日） ▲深草支部秋季農産物品評会（11月6日）

▲西京農業まつり（12月1日） ▲左京区農産物共進会（11月29日） ▲矢澤進審査長を中心に審査が進められた

◀京都市長賞：ねぎ
　佐々木茂（大宮）

京都府知事賞：▶
金時人参
米澤一成（上鳥羽）

　
11
月
か
ら
12
月
に
、
管
内
の
各
地

域
で
秋
季
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
夏
の
猛
暑
や
台

風
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
農
業
に

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
各
地
域
の
特
色
が
あ
ふ
れ
た
農

家
自
慢
の
野
菜
が
並
び
ま
し
た
。

　
長
い
歴
史
を
持
つ
京
野
菜
は
京
都

特
有
の
気
候
と
風
土
に
合
わ
せ
た
高

度
な
栽
培
技
術
を
活
用
し
、
今
な
お

高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
各
品
評
会
後
の
即
売
会
で
は
、
地

域
の
皆
様
に
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

野
菜
の
販
売
を
通
じ
て
、
京
野
菜
の

値
打
ち
や
良
さ
を
知
っ
て
頂
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
品
評
会
を
開
催

▲山科南部支部農産物品評会（12月1日）▲醍醐支部農業まつり（12月1日）▲山科北部支部農業祭（12月7日）

▲新鮮な野菜を求める来場者で大賑わい

営農経済部

営農経済部

　

代
表
理
事
組
合
長

戸
田 

秀
司

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

秋
季
農
産
物
品
評
会

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
上
鳥
羽

支
部
の
米
澤
一
成
さ
ん
の
金
時
人

参
が
京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ま
た
17
名
が
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
矢
澤
進
審
査
長
か
ら
受
賞
野
菜
の

講
評
が
行
わ
れ
、
台
風
な
ど
の
自
然
環

境
に
負
け
ず
、
数
々
の
野
菜
を
作
ら
れ

た
組
合
員
に
賞
賛
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
戸
田
秀
司
組
合
長
は｢

こ
れ
か
ら

も
京
の
伝
統
野
菜
を
し
っ
か
り
と
ア

ピ
ー
ル
し
、
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に

構
築
し
て
い
く｣

と
話
し
ま
し
た
。

TAC

　
11
月
17
日
、
前
日
に
平
安
神
宮
で

開
催
し
た
秋
季
農
産
物
品
評
会
に
出

品
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
会
を
、
本

店
駐
車
場
で
行
い
、
約
３
０
０
名
の

買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
即
売
会
は
地
域
住
民
に
新
鮮

な
野
菜
を
提
供
し
、
Ｊ
Ａ
や
都
市
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
来
場
者
は｢

毎
年
こ
の
即
売
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
本
当
に
素
晴

ら
し
い
野
菜
が
並
べ
ら
れ
、
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
い
。
農
家
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
る｣

と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
世
界
経
済
の
持
ち
直
し
を
背
景
に
、

個
人
消
費
は
緩
や
か
に
回
復
し
、
雇
用
環
境
に
お
い
て
も
、
有
効
求
人
倍
率
が

高
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
国
内
景
気
は
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
経
済
に
お
い
て
は
、
米
中
経
済
摩
擦
の
影
響
や
欧
州

の
政
治
情
勢
の
混
乱
も
見
ら
れ
、
世
界
的
に
株
価
が
下
落
し
ま
し
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
も
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
導
入
以
降
、
市
場
金
利
は

超
低
金
利
状
態
に
あ
り
、
金
利
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
運
用
利
回
り
低

下
に
伴
う
利
ざ
や
は
さ
ら
に
縮
小
に
向
か
い
、
経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
年
、
組
合
設
立
70
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様
の
組
合
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
・
ご
支
援
、
そ
し
て
お
力
添
え
の
賜
物
で
あ
る
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
に
、
自
己
改
革
の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
承
認
基

準
を
設
け
、
持
続
性
の
高
い
農
業
の
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
都
市
農
業
の
更
な
る
発
展
と
地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
、
京
都
学
園
大
学
と
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
当
Ｊ
Ａ
に
必
要
な
学
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
産
学
連
携
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｊ

Ａ
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
農
業
を
支
え
、
食
と
農
で
繋
が
る
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ど
う
か
今
後
も
益
々
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
16
日
、
平
安
神
宮
で
秋
季
農

産
物
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

は
、
９
月
に
近
畿
地
方
を
直
撃
し
た
台

風
の
影
響
で
生
育
状
態
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
前
年
度
よ
り
多
い
１
，０
０

７
点
の
農
産
物
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
野
菜
は
境
内
額
殿
に
並
べ

ら
れ
、
観
光
客
は
「
九
条
ね
ぎ
を
初
め

て
見
た
け
れ
ど
、
葉
色
が
鮮
や
か
な
濃

緑
で
意
外
と
形
状
が
太
く
て
と
て
も
驚

い
た
」
と
伝
統
京
野
菜
九
条
ね
ぎ
を
見

学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

品
評
会
出
品
野
菜
を

  
販
売

▲大宮支部品評会（11月27日） ▲深草支部秋季農産物品評会（11月6日）

▲西京農業まつり（12月1日） ▲左京区農産物共進会（11月29日） ▲矢澤進審査長を中心に審査が進められた

◀京都市長賞：ねぎ
　佐々木茂（大宮）

京都府知事賞：▶
金時人参
米澤一成（上鳥羽）

　
11
月
か
ら
12
月
に
、
管
内
の
各
地

域
で
秋
季
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
夏
の
猛
暑
や
台

風
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
農
業
に

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
各
地
域
の
特
色
が
あ
ふ
れ
た
農

家
自
慢
の
野
菜
が
並
び
ま
し
た
。

　
長
い
歴
史
を
持
つ
京
野
菜
は
京
都

特
有
の
気
候
と
風
土
に
合
わ
せ
た
高

度
な
栽
培
技
術
を
活
用
し
、
今
な
お

高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
各
品
評
会
後
の
即
売
会
で
は
、
地

域
の
皆
様
に
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

野
菜
の
販
売
を
通
じ
て
、
京
野
菜
の

値
打
ち
や
良
さ
を
知
っ
て
頂
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
品
評
会
を
開
催

▲山科南部支部農産物品評会（12月1日）▲醍醐支部農業まつり（12月1日）▲山科北部支部農業祭（12月7日）

▲新鮮な野菜を求める来場者で大賑わい

営農経済部

営農経済部

　

代
表
理
事
組
合
長

戸
田 

秀
司

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

秋
季
農
産
物
品
評
会

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
上
鳥
羽

支
部
の
米
澤
一
成
さ
ん
の
金
時
人

参
が
京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ま
た
17
名
が
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
矢
澤
進
審
査
長
か
ら
受
賞
野
菜
の

講
評
が
行
わ
れ
、
台
風
な
ど
の
自
然
環

境
に
負
け
ず
、
数
々
の
野
菜
を
作
ら
れ

た
組
合
員
に
賞
賛
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
戸
田
秀
司
組
合
長
は｢

こ
れ
か
ら

も
京
の
伝
統
野
菜
を
し
っ
か
り
と
ア

ピ
ー
ル
し
、
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
に

構
築
し
て
い
く｣

と
話
し
ま
し
た
。

TAC

　
11
月
17
日
、
前
日
に
平
安
神
宮
で

開
催
し
た
秋
季
農
産
物
品
評
会
に
出

品
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
会
を
、
本

店
駐
車
場
で
行
い
、
約
３
０
０
名
の

買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
即
売
会
は
地
域
住
民
に
新
鮮

な
野
菜
を
提
供
し
、
Ｊ
Ａ
や
都
市
農

業
へ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
来
場
者
は｢

毎
年
こ
の
即
売
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
本
当
に
素
晴

ら
し
い
野
菜
が
並
べ
ら
れ
、
見
て
い

る
だ
け
で
楽
し
い
。
農
家
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
る｣

と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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い っ ぷ く

▲１１月より各ほ場の現地調査が行われました

　
11
月
30
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
第
１

回
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
審
査
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
25
名
・
64
か
所
の
申
請
が

あ
り
、
外
部
委
員
等
６
名
（
京
都
市

産
業
観
光
局
農
林
振
興
室
担
当
部

長
、
株
式
会
社
京
都
市
花
き
総
合
流

通
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
、
京
都
大

学
農
学
部
名
誉
教
授
、
京
都
青
果
合

同
株
式
会
社
執
行
役
員
、
京
都
生
活

協
同
組
合
副
理
事
長
、
京
都
市
農
業

協
同
組
合
営
農
経
済
部
長
）
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
事
前
に
調
査
員

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
、
支
店
職
員
、
京
都

市
職
員
）
が
行
っ
た
現
地
調
査
の
結

果
を
報
告
し
、
審
査
員
か
ら
は
調

査
員
に
対
し
、
調
査
の
手
法
や
栽

培
履
歴
・
農
薬
管
理
台
帳
へ
の
記

帳
状
況
に
つ
い
て
確
認
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
て
の
ほ

場
が
基
準
適
合
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
さ
ら
に
増

加
し
て
い
く
よ
う
農
家
組
合
員
に
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に

は
、
京
都
市
中
央
卸
売
市
場
で
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
実

需
者
や
消
費
者
に
対
し
取
り
組
み
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
審
査
委
員
会
を
開
く

▲初めての審査委員会で慎重に進められました

TAC　
昨
年
秋
、Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
各

地
域
で
即
売
会
や
ふ
れ
あ
い
祭
、マ
ル

シ
ェ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

各
支
部
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。各
会

場
に
は
、採
れ
た
て
の
新
鮮
な
地
元
野

菜
や
花
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は「
新
鮮
な
地
元
の

野
菜
が
安
く
買
え
た
」「
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
が
揃
っ
て
い
る
の
で
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
の
方
に
ご
来

場
し
て
い
た
だ
き
、開
催
前
か
ら
大
行

列
を
作
ら
れ
、午
前
中
に
即
完
売
と

な
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
20
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
組
合

員
の
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
特
定

米
穀
を
回
収
す
る
特
定
米
穀
集
荷
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
夏
季
の
高
温

や
台
風
な
ど
の
影
響
で
昨
年
よ
り
４

ト
ン
多
い
23
ト
ン
の
特
定
米
穀
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
集
荷
に
は
職
員
が
参
加
し
、

新
た
に
導
入
し
た
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

で
ト
ラ
ッ
ク
に
詰
め
込
む
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
職
員
は
「
天
候
不
順

で
特
定
米
穀
が
多
く
農
家
の
収
入
減

少
が
心
配
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

特
定
米
穀
集
荷
昨
年
よ
り
増
加

営農経済部 　
11
月
５
日
〜
８
日
・
13
日
の
５
日

間
、
秋
の
農
機
具
安
全
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
管
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
と
嵯
峨

北
部
支
部
に
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
巡
回
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
刈

払
機
の
使
用
方
法
や
安
全
確
認
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
お

米
の
収
穫
時
期
を
終
え
た
コ
ン
バ
イ

ン
の
機
械
整
備
に
つ
い
て
は
、
身
近

に
起
こ
り
う
る
出
来
事
を
事
例
に
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聴
講
さ

れ
「
安
全
に
農
作
業
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
未
然
防
止
を
周
知

▲農機具の説明を受ける参加者▲フォークリフトで作業は、はかどりました

営農経済部

▲ 「LOVE LOCAL, LOVE UKYO！」マルシェ ▲野菜と花の即売会▲京野菜×京都肉マルシェ

▲ふれあい“やましな”2018 区民まつり ▲第 28 回下京区ふれ愛ひろば▲京都府農林水産フェスティバル 2018

▲右京区民ふれあいフェスティバル 2018

▲南区民ふれあいまつり

秋
の
京
都
市 

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

  

　
　
　
　
　
　
　
〜
地
元
の
新
鮮
野
菜
を
販
売
〜

各支部

上鳥羽
吉祥院
七条
九条

上鳥羽
吉祥院
七条
九条

太秦
嵯峨北部

太秦
嵯峨北部

山科南部
山科北部

朱雀野

七条

青壮年部
七条

日 イベント 場所

10月27日

11月11日

11月11日

11月23日

11月24日・25日

11月25日

11月25日

11月25日

右京区民ふれあいフェスティバル2018

南区民ふれあいまつり

第28回下京区ふれ愛ひろば

ふれあい“やましな”2018区民まつり

京都府農林水産フェスティバル2018

野菜と花の即売会

「LOVE LOCAL， LOVE UKYO！」マルシェ

京野菜×京都肉マルシェ

太秦安井公園・右京ふれあい文化会館

東寺境内

梅小路公園

山科中央公園

京都パルスプラザ

北町集会所

サンサ右京

イオン洛南ショッピングセンター

各地でイベントが行われました各地でイベントが行われました
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の かわら版

▲１１月より各ほ場の現地調査が行われました

　
11
月
30
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
第
１

回
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
審
査
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
25
名
・
64
か
所
の
申
請
が

あ
り
、
外
部
委
員
等
６
名
（
京
都
市

産
業
観
光
局
農
林
振
興
室
担
当
部

長
、
株
式
会
社
京
都
市
花
き
総
合
流

通
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
、
京
都
大

学
農
学
部
名
誉
教
授
、
京
都
青
果
合

同
株
式
会
社
執
行
役
員
、
京
都
生
活

協
同
組
合
副
理
事
長
、
京
都
市
農
業

協
同
組
合
営
農
経
済
部
長
）
に
よ
る

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
事
前
に
調
査
員

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
、
支
店
職
員
、
京
都

市
職
員
）
が
行
っ
た
現
地
調
査
の
結

果
を
報
告
し
、
審
査
員
か
ら
は
調

査
員
に
対
し
、
調
査
の
手
法
や
栽

培
履
歴
・
農
薬
管
理
台
帳
へ
の
記

帳
状
況
に
つ
い
て
確
認
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
て
の
ほ

場
が
基
準
適
合
と
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
さ
ら
に
増

加
し
て
い
く
よ
う
農
家
組
合
員
に
啓

発
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に

は
、
京
都
市
中
央
卸
売
市
場
で
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
実

需
者
や
消
費
者
に
対
し
取
り
組
み
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
京
都
市
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
審
査
委
員
会
を
開
く

▲初めての審査委員会で慎重に進められました

TAC　
昨
年
秋
、Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
各

地
域
で
即
売
会
や
ふ
れ
あ
い
祭
、マ
ル

シ
ェ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

各
支
部
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。各
会

場
に
は
、採
れ
た
て
の
新
鮮
な
地
元
野

菜
や
花
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は「
新
鮮
な
地
元
の

野
菜
が
安
く
買
え
た
」「
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
が
揃
っ
て
い
る
の
で
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
の
方
に
ご
来

場
し
て
い
た
だ
き
、開
催
前
か
ら
大
行

列
を
作
ら
れ
、午
前
中
に
即
完
売
と

な
る
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
20
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
組
合

員
の
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
特
定

米
穀
を
回
収
す
る
特
定
米
穀
集
荷
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
夏
季
の
高
温

や
台
風
な
ど
の
影
響
で
昨
年
よ
り
４

ト
ン
多
い
23
ト
ン
の
特
定
米
穀
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
集
荷
に
は
職
員
が
参
加
し
、

新
た
に
導
入
し
た
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

で
ト
ラ
ッ
ク
に
詰
め
込
む
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
職
員
は
「
天
候
不
順

で
特
定
米
穀
が
多
く
農
家
の
収
入
減

少
が
心
配
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

特
定
米
穀
集
荷
昨
年
よ
り
増
加

営農経済部 　
11
月
５
日
〜
８
日
・
13
日
の
５
日

間
、
秋
の
農
機
具
安
全
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
管
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
と
嵯
峨

北
部
支
部
に
農
機
具
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
巡
回
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
刈

払
機
の
使
用
方
法
や
安
全
確
認
な
ど

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
お

米
の
収
穫
時
期
を
終
え
た
コ
ン
バ
イ

ン
の
機
械
整
備
に
つ
い
て
は
、
身
近

に
起
こ
り
う
る
出
来
事
を
事
例
に
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聴
講
さ

れ
「
安
全
に
農
作
業
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
未
然
防
止
を
周
知

▲農機具の説明を受ける参加者▲フォークリフトで作業は、はかどりました

営農経済部

▲ 「LOVE LOCAL, LOVE UKYO！」マルシェ ▲野菜と花の即売会▲京野菜×京都肉マルシェ

▲ふれあい“やましな”2018 区民まつり ▲第 28 回下京区ふれ愛ひろば▲京都府農林水産フェスティバル 2018

▲右京区民ふれあいフェスティバル 2018

▲南区民ふれあいまつり

秋
の
京
都
市 

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

  
　
　
　
　
　
　
　
〜
地
元
の
新
鮮
野
菜
を
販
売
〜

各支部

上鳥羽
吉祥院
七条
九条

上鳥羽
吉祥院
七条
九条

太秦
嵯峨北部

太秦
嵯峨北部

山科南部
山科北部

朱雀野

七条

青壮年部
七条

日 イベント 場所

10月27日

11月11日

11月11日

11月23日

11月24日・25日

11月25日

11月25日

11月25日

右京区民ふれあいフェスティバル2018

南区民ふれあいまつり

第28回下京区ふれ愛ひろば

ふれあい“やましな”2018区民まつり

京都府農林水産フェスティバル2018

野菜と花の即売会

「LOVE LOCAL， LOVE UKYO！」マルシェ

京野菜×京都肉マルシェ

太秦安井公園・右京ふれあい文化会館

東寺境内

梅小路公園

山科中央公園

京都パルスプラザ

北町集会所

サンサ右京

イオン洛南ショッピングセンター

各地でイベントが行われました各地でイベントが行われました
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い っ ぷ く

　
10
月
10
日
か
ら
１
泊
２
日
で
、
第

９
回
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
年
金

受
給
者
21
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
「
ビ
ラ
デ
ス
ト
今
津
」
と

「
ひ
ば
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
」
で
２
日
間
に
亘
り
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
さ

ら
に
腕
を
磨
き
、
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り

◆
第
９
回
大
会
優
勝
：
山
田
英
子

（
嵯
峨
野
）
、
準
優
勝
：
中
川
勝
夫

（
山
科
南
部
）
、
３
位
：
長
谷
川
正

次
（
吉
祥
院
）

◆
組
合
設
立
70
周
年
記
念
大
会
優

勝
：
小
畑
紫
（
嵯
峨
野
）
、
準
優

勝
：
中
川
勝
夫
（
山
科
南
部
）
、
３

位
：
伊
藤
繁
和
（
嵯
峨
野
）

　
10
月
30
日
か
ら
11
月
12
日
に
か
け

て
、
上
賀
茂
支
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記

念
し
て
、
来
店
さ
れ
た
お
客
様
に
地
元

で
採
れ
た
野
菜
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
台
風
な
ど
の
影
響
で
野
菜

の
成
育
が
悪
く
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
の
中
、
支
部
役
員
の
協
力

に
よ
り
ト
マ
ト
や
ダ
イ
コ
ン
・
小

芋
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
な

ど
の
新
鮮
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
選
者
は
「
今
年
は

野
菜
の
値
段
が
特
に
高
く
、
家
計
に

と
っ
て
助
か
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
11
月
６
日
、
第
８
回
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
「
信
楽
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
年
金
受
給
者
35
名
が
参
加
さ

れ
、
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
腕
前
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
年
金
受
給
を
き
っ
か

け
に
同
年
代
の
仲
間
と
プ
レ
ー
が
出

来
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
プ

レ
ー
終
了
後
の
結
果
発
表
も
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り

優
　
勝
：
初
田
幸
雄
（
伏
見
）

準
優
勝
：
伊
藤
利
春
（
伏
見
）

３
　
位
：
中
川
勘
治
（
山
科
北
部
）

野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

▲グラウンド・ゴルフ三昧で大満足

▲新鮮野菜を手にこの笑顔

▲秋晴れの中ゴルフを満喫

上賀茂

べ
じ
べ
じ
キ
ッ
ズ

　
11
月
２
日
、
農
業
ふ
れ
あ
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
べ
じ
べ
じ
キ
ッ
ズ
」
が
本

店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
60
名
を
超
え

る
親
子
が
参
加
さ
れ
、
農
業
や
野
菜

に
つ
い
て
学
び
、
野
菜
を
収
穫
さ
れ

ま
し
た
。
収
穫
後
に
は
大
根
を
洗
い

機
に
か
け
る
な
ど
農
家
さ
な
が
ら
の

作
業
を
体
験
さ
れ
、
職
員
が
作
業
に

付
き
添
い
、
参
加
者
と
ふ
れ
あ
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
し
た
野
菜
は
焼
き
そ

ば
や
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
調
理

さ
れ
、
参
加
者
へ
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
は
「
野
菜

が
苦
手
な
子
供
が
、
普
段
よ
り
た
く

さ
ん
食
べ
て
い
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。▲大満足で笑顔あふれる子供たち

　
10
月
20
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
役

員
が
嵯
峨
野
支
店
へ
出
向
か
れ
、
セ

ル
フ
ハ
ン
ド
ケ
ア
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
47
名
が
参
加
さ
れ
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
爪
の
手
入
れ
等
を
学

ば
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
の

大
半
が
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
管
内
地
域
へ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
役
員
が
出
向
か
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
内
容
の
周
知
を
図
り

ま
し
た
。
山
田
恵
理
副
部
長
は
「
女

性
部
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
の
活
性

化
を
図
り
た
い
」
と
活
動
の
浸
透
へ

意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
周
知
を
図
る

▲セルフハンドケア講習会の様子

フレッシュミズ 信用部

都
婚 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
11
月
23
日
、
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ

テ
ル
で
第
３
回
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
12
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
の
後
、

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
入
れ
た

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
を
体
験
さ
れ
ま

し
た
。
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
ラ
ウ
ン

ジ
バ
ー
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
会
話

を
楽
し
ま
れ
、
告
白
タ
イ
ム
で
は

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
次
回

は
６
月
頃
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
都
婚
の
会
員
は
60
名
に
の
ぼ

り
ま
す
。
会
員
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
気
軽
に
営
農
経
済
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ハーバリウム作りで急接近

営農経済部

信用部

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

信用部

　
10
月
16
日
か
ら
12
月
中
頃
に
か
け

て
組
合
員
を
対
象
に
相
続
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

「
家
族
が
幸
せ
に
な
る
相
続
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
組
合
員
３
０
０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
相
続
の
基
礎

知
識
か
ら
税
金
対
策
な
ど
の
内
容
を

税
理
士
や
司
法
書
士
の
指
導
の
下
、

全
３
回
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
相
続
は
ま
だ
ま
だ
先

の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
元
気

な
う
ち
に
対
策
す
べ
き
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
内
容
に
満
足
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

家
族
が
幸
せ
に
な
る
相
続

▲今後に備えた内容が盛り込まれました

業務推進部　
11
月
１
日
、
九
条
ね
ぎ
講
習
会
が

行
わ
れ
、
一
汁
三
菜
と
京
野
菜
に
つ

い
て
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
高
等
学

校
の
１
年
生
66
名
が
学
ば
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
九
条
ね
ぎ
生
産
農

家
の
大
橋
宗
治
副
組
合
長
の
ほ
場
で

収
穫
作
業
や
ね
ぎ
を
洗
う
作
業
の
体

験
後
、
九
条
ね
ぎ
の
歴
史
や
特
徴
を

学
ば
れ
ま
し
た
。
講
義
を
行
っ
た
大

橋
副
組
合
長
は
「
九
条
ね
ぎ
は
京
の

食
文
化
を
代
表
す
る
野
菜
。
こ
れ
を

機
に
京
野
菜
へ
の
関
心
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト

ン
京
都
か
ら
ね
ぎ
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
様
々
な
方
法
で
調
理
さ
れ
た
九

条
ね
ぎ
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
外
部
講
習

▲九条ねぎについて講義を行う大橋副組合長

上鳥羽
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10
月
10
日
か
ら
１
泊
２
日
で
、
第

９
回
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
年
金

受
給
者
21
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
「
ビ
ラ
デ
ス
ト
今
津
」
と

「
ひ
ば
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
」
で
２
日
間
に
亘
り
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
さ

ら
に
腕
を
磨
き
、
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り

◆
第
９
回
大
会
優
勝
：
山
田
英
子

（
嵯
峨
野
）
、
準
優
勝
：
中
川
勝
夫

（
山
科
南
部
）
、
３
位
：
長
谷
川
正

次
（
吉
祥
院
）

◆
組
合
設
立
70
周
年
記
念
大
会
優

勝
：
小
畑
紫
（
嵯
峨
野
）
、
準
優

勝
：
中
川
勝
夫
（
山
科
南
部
）
、
３

位
：
伊
藤
繁
和
（
嵯
峨
野
）

　
10
月
30
日
か
ら
11
月
12
日
に
か
け

て
、
上
賀
茂
支
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記

念
し
て
、
来
店
さ
れ
た
お
客
様
に
地
元

で
採
れ
た
野
菜
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
台
風
な
ど
の
影
響
で
野
菜

の
成
育
が
悪
く
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
の
中
、
支
部
役
員
の
協
力

に
よ
り
ト
マ
ト
や
ダ
イ
コ
ン
・
小

芋
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
な

ど
の
新
鮮
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
選
者
は
「
今
年
は

野
菜
の
値
段
が
特
に
高
く
、
家
計
に

と
っ
て
助
か
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
11
月
６
日
、
第
８
回
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
「
信
楽
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
年
金
受
給
者
35
名
が
参
加
さ

れ
、
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の
腕
前
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
年
金
受
給
を
き
っ
か

け
に
同
年
代
の
仲
間
と
プ
レ
ー
が
出

来
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
プ

レ
ー
終
了
後
の
結
果
発
表
も
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り

優
　
勝
：
初
田
幸
雄
（
伏
見
）

準
優
勝
：
伊
藤
利
春
（
伏
見
）

３
　
位
：
中
川
勘
治
（
山
科
北
部
）

野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

▲グラウンド・ゴルフ三昧で大満足

▲新鮮野菜を手にこの笑顔

▲秋晴れの中ゴルフを満喫

上賀茂

べ
じ
べ
じ
キ
ッ
ズ

　
11
月
２
日
、
農
業
ふ
れ
あ
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
べ
じ
べ
じ
キ
ッ
ズ
」
が
本

店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
60
名
を
超
え

る
親
子
が
参
加
さ
れ
、
農
業
や
野
菜

に
つ
い
て
学
び
、
野
菜
を
収
穫
さ
れ

ま
し
た
。
収
穫
後
に
は
大
根
を
洗
い

機
に
か
け
る
な
ど
農
家
さ
な
が
ら
の

作
業
を
体
験
さ
れ
、
職
員
が
作
業
に

付
き
添
い
、
参
加
者
と
ふ
れ
あ
う
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
収
穫
し
た
野
菜
は
焼
き
そ

ば
や
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
し
て
調
理

さ
れ
、
参
加
者
へ
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
は
「
野
菜

が
苦
手
な
子
供
が
、
普
段
よ
り
た
く

さ
ん
食
べ
て
い
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。▲大満足で笑顔あふれる子供たち

　
10
月
20
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
役

員
が
嵯
峨
野
支
店
へ
出
向
か
れ
、
セ

ル
フ
ハ
ン
ド
ケ
ア
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
47
名
が
参
加
さ
れ
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
爪
の
手
入
れ
等
を
学

ば
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
の

大
半
が
当
Ｊ
Ａ
本
店
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
管
内
地
域
へ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
役
員
が
出
向
か
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
内
容
の
周
知
を
図
り

ま
し
た
。
山
田
恵
理
副
部
長
は
「
女

性
部
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
の
活
性

化
を
図
り
た
い
」
と
活
動
の
浸
透
へ

意
欲
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
周
知
を
図
る

▲セルフハンドケア講習会の様子

フレッシュミズ 信用部

都
婚 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
11
月
23
日
、
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ

テ
ル
で
第
３
回
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
12
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
の
後
、

ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
入
れ
た

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
を
体
験
さ
れ
ま

し
た
。
フ
リ
ー
タ
イ
ム
で
は
ラ
ウ
ン

ジ
バ
ー
で
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
会
話

を
楽
し
ま
れ
、
告
白
タ
イ
ム
で
は

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
次
回

は
６
月
頃
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
都
婚
の
会
員
は
60
名
に
の
ぼ

り
ま
す
。
会
員
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
気
軽
に
営
農
経
済
部
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▲ハーバリウム作りで急接近

営農経済部

信用部

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

信用部

　
10
月
16
日
か
ら
12
月
中
頃
に
か
け

て
組
合
員
を
対
象
に
相
続
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

「
家
族
が
幸
せ
に
な
る
相
続
の
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
組
合
員
３
０
０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
相
続
の
基
礎

知
識
か
ら
税
金
対
策
な
ど
の
内
容
を

税
理
士
や
司
法
書
士
の
指
導
の
下
、

全
３
回
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
相
続
は
ま
だ
ま
だ
先

の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
が
、
元
気

な
う
ち
に
対
策
す
べ
き
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
内
容
に
満
足
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

家
族
が
幸
せ
に
な
る
相
続

▲今後に備えた内容が盛り込まれました

業務推進部　
11
月
１
日
、
九
条
ね
ぎ
講
習
会
が

行
わ
れ
、
一
汁
三
菜
と
京
野
菜
に
つ

い
て
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
高
等
学

校
の
１
年
生
66
名
が
学
ば
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
九
条
ね
ぎ
生
産
農

家
の
大
橋
宗
治
副
組
合
長
の
ほ
場
で

収
穫
作
業
や
ね
ぎ
を
洗
う
作
業
の
体

験
後
、
九
条
ね
ぎ
の
歴
史
や
特
徴
を

学
ば
れ
ま
し
た
。
講
義
を
行
っ
た
大

橋
副
組
合
長
は
「
九
条
ね
ぎ
は
京
の

食
文
化
を
代
表
す
る
野
菜
。
こ
れ
を

機
に
京
野
菜
へ
の
関
心
を
持
っ
て
欲

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト

ン
京
都
か
ら
ね
ぎ
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
様
々
な
方
法
で
調
理
さ
れ
た
九

条
ね
ぎ
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院
外
部
講
習

▲九条ねぎについて講義を行う大橋副組合長

上鳥羽
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い っ ぷ く

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ

　
10
月
18
日
、
吉
祥
院
支
部
女
性
部

は
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑
戦
さ
れ

ま
し
た
。
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
と

は
、
ポ
リ
袋
に
食
材
を
入
れ
て
湯
せ

ん
で
火
を
通
す
調
理
法
で
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
際
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
ご
は
ん
・
ひ
じ
き
煮
・
鶏

む
ね
肉
の
し
ょ
う
が
照
り
煮
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
・
コ
コ
ア

ケ
ー
キ
の
５
点
を
調
理
さ
れ
、
皆
さ

ん
簡
単
に
調
理
で
き
る
こ
と
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
美
味
し
い
。
こ
ん
な

短
時
間
で
デ
ザ
ー
ト
ま
で
出
来
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲パッククッキングに挑戦！

　
10
月
24
日
、
山
科
北
部
支
部
女
性

部
は
「
い
き
な
り
団
子
作
り
体
験
」

を
開
催
さ
れ
、
24
名
の
女
性
部
員
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
い
き
な
り
団
子

は
も
ち
米
粉
と
小
麦
粉
の
生
地
に
あ

ん
こ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
包
ん
で
蒸
し

て
つ
く
る
熊
本
県
の
郷
土
菓
子
で
、

以
前
、
京
都
府
マ
マ
さ
ん
大
学
で
熊

本
を
訪
問
し
た
際
に
体
験
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
今
回
行
わ
れ
ま
し

た
。
経
験
を
活
か
し
て
部
員
同
士
で

協
力
さ
れ
、
見
た
目
が
き
れ
い
で
素

朴
な
味
の
い
き
な
り
団
子
の
完
成
に

部
員
一
同
満
足
さ
れ
ま
し
た
。

▲団子作りに挑戦

吉祥院

手
芸
教
室
で
交
流
図
る

　
11
月
13
日
、
醍
醐
支
部
女
性
部
は

同
支
店
で
手
芸
教
室
を
行
わ
れ
、
防
災

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
は
家
の
光
協
会
か
ら
講
師
を
招
き
、

部
員
18
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
種
類
の
色
の
中
か
ら
好
き
な
色

の
コ
ー
ド
を
選
び
、
自
分
の
腕
の
サ

イ
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
器
用
に
編
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
一

人
で
作
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
作
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
後
の
茶
和
会
で
は
、
日
頃
会

う
こ
と
の
少
な
い
地
域
の
部
員
と
楽

し
く
雑
談
さ
れ
る
な
ど
貴
重
な
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲ブレスレット作りに励まれる参加者

醍醐 　
11
月
８
日
、
大
枝
支
部
の
松
木
照

男
さ
ん
の
畑
で
、
京
都
私
立
さ
く
ら

幼
稚
園
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
園
児
２
０
０
名
が
参
加
し
、
大

根
や
柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
顔
よ
り
も
大
き
な
大

根
に
目
を
丸
く
し
て
驚
き
、
「
こ
ん

な
に
大
き
な
大
根
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
早
く
お
味
噌
汁
や
お
で
ん
に
し

て
も
ら
っ
て
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
を

浮
か
べ
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
松
木
さ
ん
は
「
こ
の
経

験
か
ら
食
べ
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

食
へ
の
関
心
を
園
児
に
広
め
る

▲なかなか抜けないぞ～

大枝

い
き
な
り
団
子
作
り

山科北部
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、
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は
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グ
に
挑
戦
さ
れ

ま
し
た
。
パ
ッ
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キ
ン
グ
と

は
、
ポ
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に
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を
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す
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理
法
で
、
ラ
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フ
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が
途
絶
え
た
際
に
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す
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は
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。
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な
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間
で
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ザ
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ま
で
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と
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」
と
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想
を
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日
、
山
科
北
部
支
部
女
性
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は
「
い
き
な
り
団
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」

を
開
催
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れ
、
24
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の
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部
員
が
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加
さ
れ
ま
し
た
。
い
き
な
り
団
子

は
も
ち
米
粉
と
小
麦
粉
の
生
地
に
あ

ん
こ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
包
ん
で
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し

て
つ
く
る
熊
本
県
の
郷
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子
で
、

以
前
、
京
都
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マ
マ
さ
ん
大
学
で
熊

本
を
訪
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た
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に
体
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さ
れ
た
こ

と
が
き
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け
で
今
回
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れ
ま
し

た
。
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を
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て
部
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同
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で

協
力
さ
れ
、
見
た
目
が
き
れ
い
で
素

朴
な
味
の
い
き
な
り
団
子
の
完
成
に

部
員
一
同
満
足
さ
れ
ま
し
た
。

▲団子作りに挑戦

吉祥院

手
芸
教
室
で
交
流
図
る

　
11
月
13
日
、
醍
醐
支
部
女
性
部
は

同
支
店
で
手
芸
教
室
を
行
わ
れ
、
防
災

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
当

日
は
家
の
光
協
会
か
ら
講
師
を
招
き
、

部
員
18
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
種
類
の
色
の
中
か
ら
好
き
な
色

の
コ
ー
ド
を
選
び
、
自
分
の
腕
の
サ

イ
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
器
用
に
編
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
一

人
で
作
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
作
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
後
の
茶
和
会
で
は
、
日
頃
会

う
こ
と
の
少
な
い
地
域
の
部
員
と
楽

し
く
雑
談
さ
れ
る
な
ど
貴
重
な
時
間

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲ブレスレット作りに励まれる参加者

醍醐 　
11
月
８
日
、
大
枝
支
部
の
松
木
照

男
さ
ん
の
畑
で
、
京
都
私
立
さ
く
ら

幼
稚
園
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
園
児
２
０
０
名
が
参
加
し
、
大

根
や
柿
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
顔
よ
り
も
大
き
な
大

根
に
目
を
丸
く
し
て
驚
き
、
「
こ
ん

な
に
大
き
な
大
根
は
見
た
こ
と
が
な

い
。
早
く
お
味
噌
汁
や
お
で
ん
に
し

て
も
ら
っ
て
食
べ
た
い
」
と
笑
顔
を

浮
か
べ
ま
し
た
。

　
体
験
後
、
松
木
さ
ん
は
「
こ
の
経

験
か
ら
食
べ
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

食
へ
の
関
心
を
園
児
に
広
め
る

▲なかなか抜けないぞ～

大枝

い
き
な
り
団
子
作
り

山科北部

ぼくが抱っこしたら
泣きやんだよー！！

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

人懐っこくて散歩が大好きな仲良しです。
真ん中のニッキーちゃんは昨日散髪してスッ
キリ。
三匹ともやんちゃでご飯もよく食べて毎日元
気いっぱい走り回っています。

ゴマちゃん、ニッキーちゃん、ラッキーちゃんのご主人

池西　敏行さん（上賀茂支部）

 
 
 

犬種　ミニチュアシュナイザー、トイプードル

お父さん　健太朗 さん
お母さん　　望美 さん
祖父　　　　昇平 さん
祖母　　　　浩子 さん

ゴマちゃん（
左）、ニッキー

ちゃん（中央
）、

ラッキーちゃ
ん（右）

松尾支部
葊瀬　櫻

お う た
太くん   （3 才 1ヶ月）

　橘
きっぺい

平くん  （０才１ヶ月）

　「まだでてこない？」とお母さんの妊娠中から
何度も聞いていた櫻太。１１月に３歳のお誕生日
を迎え、そして弟が産まれお兄ちゃんになりまし
た。「泣いてるよ」「抱っこしてあげて」と良いお
兄ちゃんぶりを発揮してくれています。
　少し小さく産まれた橘平もミルクをたくさん飲
み、スクスクと大きくなってきています。
　男兄弟、これからケンカもたくさんあると思う
けど、優しくたくましい男の子に成長して欲しい
と願っています。

ご近所さんからも
人気者の櫻太くん
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藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

営農経済課　TAC

藤井　拓也
　今回は、農業者の皆さん、地域住民の皆さんに情報配信
しているJA京都市LINE＠について紹介します。

・ ・

　いまや日本人の２人に１人以上が利用しているといわれるLINE。
　JA京都市も２０１８年７月にLINE＠を開設しました。LINE＠のお友だちになっていただくと、農
業者の皆さんには「農業者応援おトク情報」、地域住民の皆さんには、マスコットキャラクターの
京香さんから「地域即売会情報」を配信しており、たいへん好評です。
　その中で「私もLINE＠のお友だちになりたいけど、どうやってお友だちになればいいの？」と
いった声がよく聞かれます。そこで今回、まだお友だちになっておられない方にもぜひお友だちに
なっていただきたく、お友だち追加の方法を改めてご説明したいと思います。

【QRコードアプリ編】
スマホの「QRコード読み取りアプリ」から、
QRコードを読み取る。

【友だち追加編】
LINEの「友だち追加」を開き、
「検索」で　@ja_kyotoshi　と入力、
または「QRコード」でQRコードを読み取る。

お友だち追加の方法

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

この資料は概要を説明したものです。
詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」お
よび「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

【お問い合わせ】 

共済部からのお知らせ

業務推進部からのお知らせ

　災害により住宅や家財に損害を受けた場合の税金面での救済の方法として、雑損
控除と災害減免法の適用があり、いずれか有利な方法を選択できます。
　その違いは雑損控除においては、所得から差し引くことにより計算を行い税額を
算出しますが、災害減免法の適用においては所得税自体が軽減又は免除されます。
いずれも適用を受けるためには一定の計算式および一定の条件を満たすことが必
要です。

雑損控除の概要
　災害、盗難又は横領によって生活用資産などに損害を受けたときは損害金
額から保険金などで補填される金額を差し引いた金額を算式により雑損控
除として所得から差し引くことができます。

災害減免の概要
　災害によって受けた住宅や家財の損害金額から保険金などで補填される金額を差し引いた金額
がその時価の２分の１以上で、かつ、災害に遭った年の所得金額の合計額が１,０００万円以下の時にお
いて、その災害による損失額について雑損控除を受けない場合は、災害減免法によりその年の所得
税が軽減又は免除されます。

詳しくはJA京都市の各窓口まで
お問い合わせください。

台風等の被害に遭い支出があった時、
確定申告により所得税の控除があります。
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この資料は概要を説明したものです。
詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」お
よび「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

【お問い合わせ】 

共済部からのお知らせ

業務推進部からのお知らせ

　災害により住宅や家財に損害を受けた場合の税金面での救済の方法として、雑損
控除と災害減免法の適用があり、いずれか有利な方法を選択できます。
　その違いは雑損控除においては、所得から差し引くことにより計算を行い税額を
算出しますが、災害減免法の適用においては所得税自体が軽減又は免除されます。
いずれも適用を受けるためには一定の計算式および一定の条件を満たすことが必
要です。

雑損控除の概要
　災害、盗難又は横領によって生活用資産などに損害を受けたときは損害金
額から保険金などで補填される金額を差し引いた金額を算式により雑損控
除として所得から差し引くことができます。

災害減免の概要
　災害によって受けた住宅や家財の損害金額から保険金などで補填される金額を差し引いた金額
がその時価の２分の１以上で、かつ、災害に遭った年の所得金額の合計額が１,０００万円以下の時にお
いて、その災害による損失額について雑損控除を受けない場合は、災害減免法によりその年の所得
税が軽減又は免除されます。

詳しくはJA京都市の各窓口まで
お問い合わせください。

台風等の被害に遭い支出があった時、
確定申告により所得税の控除があります。

13 2019 年 1 月 vol .251



今月の星占い モナ・カサンドラ

できる人と比べ、落ち込みやすい傾向
がチラリ。「人は人」と割り切って。リ
フレッシュするには神社散策が吉牡羊座

3/21～4/19

前向きな気持ちになれる月です。やっ
てみたいことがあるなら、積極的に取
り組んでみて。新チャレンジも幸運牡牛座

4/20～5/20

物事を邪推しやすく、不要なトラブル
を招く原因に。余計な発言は控えるべ
き。開運には窓や鏡を磨くと効果大双子座

5/21～6/21

勢いがある半面、不注意になりそう。
小さな失敗にクヨクヨせず、サッと切
り替えましょう。観劇が良い刺激に蟹座

6/22～7/22

いつになく神経質になってしまうかも。
深刻に受け止めやすいので、気楽に構
えること。深呼吸でリラックスを獅子座

7/23～8/22

レジャー運が盛り上がる予感。気の合
う仲間たちとにぎやかに過ごして。新年
会などの幹事役は進んで引き受けて吉乙女座

8/23～9/22

思い込みが激しくなる気配。特に伝言
ミスをしやすいので、ご用心。また、
慣れている作業でも確認を徹底して天秤座

9/23～10/23

知的好奇心を大切にしたい時期。気に
なるジャンルについて情報収集を。話
題の映画を見るのもうれしい発見あり蠍座

10/24～11/22

プライベートの充実に力を入れると、
満足感を得られます。興味を持ってい
た趣味や習い事を始めるのも正解射手座

11/23～12/21

自分に自信が生まれそう。大胆にリー
ダーシップを発揮しましょう。また、
未体験の世界に飛び込むのも大賛成山羊座

12/22～1/19

何かと迷いが生まれやすいもよう。1
人で悩まず、信頼できる相手に相談し
てみて。気晴らしには音楽鑑賞が最適水瓶座

1/20～2/18

今まで付き合ったことのないタイプと
知り合える期間。飲み会には意欲的に
参加して。趣味の集まりにも注目を魚座

2/19～3/20

【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

1月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」3月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』11
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
バ
ン
シ
ユ
ウ
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　障子よりは破れにくそうな建具
③　彼は──東西の文学に詳しい
⑤　素振り中のバットが切るもの
⑥　テンサイなどから作られる調味料
⑦　漫談家が巧みな──で場を沸かせた
⑨　カキやタイラギ、トコブシなど
⑪　──考査。──手当
⑬　寒い日には氷が張ることも
⑮　平成31年の十二支は
⑰　闘鶏に使われる鳥。漢字で書くと軍鶏
⑲　農具や収穫物を入れておく建物
⑳　壁の──から風が吹き込んだ
　　旅客機に乗ってためる人もいます

ヨコのカギ

①　輪郭を描いた紙に目や鼻などのパーツを並べて遊びます
②　１、２、３や一、二、三など
③　『春の海』や『六段の調（しらべ）』を奏でる楽器
④　小銭入れに入れる物
⑥　鹿児島産焼酎の原料の多くはこれ
⑧　空からちらちらと降ってきます
⑩　山田太郎さんだったらＴ・Ｙ
⑫　怒ると頭に生えるかも
⑭　車窓を流れていくもの
⑯　剣道で使う武具
⑱　ご来光を見るために登る人もいます

職員つうしん

制
服
を
一
新
し

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

　
10
月
30
日
、
女
性
職
員
の
制

服
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
新
た
な
制
服
で
さ
ら
に
気

持
ち
を
高
め
、
地
域
の
方
々
か

ら
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
制
服
は
信
頼
感
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
紺
色
を
基
調
と
し
た
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
・
ベ
ス
ト
・
ス
カ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
柄
に
統
一
し
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
引
き
締
ま
っ
た
デ

ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
も

「
制
服
が
新
し
く
な
っ
た
ん
や

ね
。
チ
ェ
ッ
ク
柄
が
か
わ
い
い

ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
好

評
で
す
。

▲窓口でお待ちしています

感
染
を

　
　未
然
に
防
ご
う

　
10
月
17
日
、
24
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
集
団
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
本
店
で

全
職
員
を
対
象
に
予
防
接
種
し

て
お
り
、
金
融
機
関
と
し
て
感

染
を
未
然
に
防
ぎ
業
務
上
の
リ

ス
ク
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
予
防
接
種
は
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
を
持
つ
職
員
を
除
く
１
７
７

名
が
接
種
し
ま
し
た
。
接
種
し

た
職
員
は
「
金
融
機
関
の
営
業

停
止
は
許
さ
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
職

員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
予
防

接
種
に
限
ら
ず
こ
れ
か
ら
も
手

洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
感
染
予

防
を
徹
底
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

▲予防接種の様子

1月

2月
3月

※予定ですので、日程が変更となる場合があります

女性部地区役員会議15日㈫
17日㈭

資産管理移動相談会【大枝】26日㈫
農産物品評会褒賞授与式、青壮年部通常総会【本店】27日㈬

第６回府内一斉クリーンウォーク【全店】
女性のつどいと家の光大会【本店】４日㈪

２日㈯

京都府内JA永年勤続役職員表彰５日㈫

資産管理移動相談会【吉祥院】21日㈭
国内企画旅行【鹿児島】13～15日（水～金）

第68回ＪＡ京都府女性大会・平成30年度京都府家の光大会【京都テルサ】26日㈫
法律個人相談会【本店】17日㈭
住宅ローン相談会【ＫＴＶ五条展示場】20日㈰
資産管理移動相談会【修学院】24日㈭

住宅ローン相談会【KTV五条展示場】
フレッシュミズ親子まつり「みやび祭」【本店】

３日㈰
９日㈯

資産管理移動相談会【本店】

SNSでJA京都市とつながろう！！ QRコードを読み取ってお友達になっておくれやす♪

instagram
アカウント名：
ja_kyotoshi

ID名：
@ja_kyotoshi

アカウント名：
JA京都市

facebook
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▶1・2・3月の行事予定

府
内
ロ
ー
プ
レ
大
会

　
　
　三
冠
達
成
！

　
今
年
度
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
お
よ
び
Ｊ
Ａ
共
済
の
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
府
下
大
会
に
お

い
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
職
員
が
参
加

し
見
事
、
全
部
門
で
最
優
秀
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
組
合
員
や
地
域
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
「
頼

り
に
な
る
職
員
」
を
目
指
し
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲ＪＡ共済ライフアドバイザーロープレ大会
最優秀賞 
山科北部支店 田中公

▲ＪＡ共済窓口ロープレ大会
最優秀賞 
上鳥羽支店 寺村侑子

▲ＪＡバンク窓口セールスロープレ大会　　　
優勝 
山科南部支店 河野優蘭
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今月の星占い モナ・カサンドラ

できる人と比べ、落ち込みやすい傾向
がチラリ。「人は人」と割り切って。リ
フレッシュするには神社散策が吉牡羊座

3/21～4/19

前向きな気持ちになれる月です。やっ
てみたいことがあるなら、積極的に取
り組んでみて。新チャレンジも幸運牡牛座

4/20～5/20

物事を邪推しやすく、不要なトラブル
を招く原因に。余計な発言は控えるべ
き。開運には窓や鏡を磨くと効果大双子座

5/21～6/21

勢いがある半面、不注意になりそう。
小さな失敗にクヨクヨせず、サッと切
り替えましょう。観劇が良い刺激に蟹座

6/22～7/22

いつになく神経質になってしまうかも。
深刻に受け止めやすいので、気楽に構
えること。深呼吸でリラックスを獅子座

7/23～8/22

レジャー運が盛り上がる予感。気の合
う仲間たちとにぎやかに過ごして。新年
会などの幹事役は進んで引き受けて吉乙女座

8/23～9/22

思い込みが激しくなる気配。特に伝言
ミスをしやすいので、ご用心。また、
慣れている作業でも確認を徹底して天秤座

9/23～10/23

知的好奇心を大切にしたい時期。気に
なるジャンルについて情報収集を。話
題の映画を見るのもうれしい発見あり蠍座

10/24～11/22

プライベートの充実に力を入れると、
満足感を得られます。興味を持ってい
た趣味や習い事を始めるのも正解射手座

11/23～12/21

自分に自信が生まれそう。大胆にリー
ダーシップを発揮しましょう。また、
未体験の世界に飛び込むのも大賛成山羊座

12/22～1/19

何かと迷いが生まれやすいもよう。1
人で悩まず、信頼できる相手に相談し
てみて。気晴らしには音楽鑑賞が最適水瓶座

1/20～2/18

今まで付き合ったことのないタイプと
知り合える期間。飲み会には意欲的に
参加して。趣味の集まりにも注目を魚座

2/19～3/20

【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

1月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」3月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』11
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
バ
ン
シ
ユ
ウ
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

①　障子よりは破れにくそうな建具
③　彼は──東西の文学に詳しい
⑤　素振り中のバットが切るもの
⑥　テンサイなどから作られる調味料
⑦　漫談家が巧みな──で場を沸かせた
⑨　カキやタイラギ、トコブシなど
⑪　──考査。──手当
⑬　寒い日には氷が張ることも
⑮　平成31年の十二支は
⑰　闘鶏に使われる鳥。漢字で書くと軍鶏
⑲　農具や収穫物を入れておく建物
⑳　壁の──から風が吹き込んだ
　　旅客機に乗ってためる人もいます

ヨコのカギ

①　輪郭を描いた紙に目や鼻などのパーツを並べて遊びます
②　１、２、３や一、二、三など
③　『春の海』や『六段の調（しらべ）』を奏でる楽器
④　小銭入れに入れる物
⑥　鹿児島産焼酎の原料の多くはこれ
⑧　空からちらちらと降ってきます
⑩　山田太郎さんだったらＴ・Ｙ
⑫　怒ると頭に生えるかも
⑭　車窓を流れていくもの
⑯　剣道で使う武具
⑱　ご来光を見るために登る人もいます

職員つうしん

制
服
を
一
新
し

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

　
10
月
30
日
、
女
性
職
員
の
制

服
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
新
た
な
制
服
で
さ
ら
に
気

持
ち
を
高
め
、
地
域
の
方
々
か

ら
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
制
服
は
信
頼
感
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
紺
色
を
基
調
と
し
た
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
・
ベ
ス
ト
・
ス
カ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
柄
に
統
一
し
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
引
き
締
ま
っ
た
デ

ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
も

「
制
服
が
新
し
く
な
っ
た
ん
や

ね
。
チ
ェ
ッ
ク
柄
が
か
わ
い
い

ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
好

評
で
す
。

▲窓口でお待ちしています

感
染
を

　
　未
然
に
防
ご
う

　
10
月
17
日
、
24
日
の
２
日
間

に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
集
団
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
本
店
で

全
職
員
を
対
象
に
予
防
接
種
し

て
お
り
、
金
融
機
関
と
し
て
感

染
を
未
然
に
防
ぎ
業
務
上
の
リ

ス
ク
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
予
防
接
種
は
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
を
持
つ
職
員
を
除
く
１
７
７

名
が
接
種
し
ま
し
た
。
接
種
し

た
職
員
は
「
金
融
機
関
の
営
業

停
止
は
許
さ
れ
な
い
。
Ｊ
Ａ
職

員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
予
防

接
種
に
限
ら
ず
こ
れ
か
ら
も
手

洗
い
や
う
が
い
な
ど
の
感
染
予

防
を
徹
底
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

▲予防接種の様子

1月

2月
3月

※予定ですので、日程が変更となる場合があります

女性部地区役員会議15日㈫
17日㈭

資産管理移動相談会【大枝】26日㈫
農産物品評会褒賞授与式、青壮年部通常総会【本店】27日㈬

第６回府内一斉クリーンウォーク【全店】
女性のつどいと家の光大会【本店】４日㈪

２日㈯

京都府内JA永年勤続役職員表彰５日㈫

資産管理移動相談会【吉祥院】21日㈭
国内企画旅行【鹿児島】13～15日（水～金）

第68回ＪＡ京都府女性大会・平成30年度京都府家の光大会【京都テルサ】26日㈫
法律個人相談会【本店】17日㈭
住宅ローン相談会【ＫＴＶ五条展示場】20日㈰
資産管理移動相談会【修学院】24日㈭

住宅ローン相談会【KTV五条展示場】
フレッシュミズ親子まつり「みやび祭」【本店】

３日㈰
９日㈯

資産管理移動相談会【本店】

SNSでJA京都市とつながろう！！ QRコードを読み取ってお友達になっておくれやす♪
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山科北部支店 田中公

▲ＪＡ共済窓口ロープレ大会
最優秀賞 
上鳥羽支店 寺村侑子
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優勝 
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甘
み
の
増
し
た
冬
の
大
根
で

ＪＡ東京あおば農業祭に
多くの思いをもって参加
～「ほんまもん京野菜」を東京でＰＲ～

ＪＡ東京あおば農業祭に
多くの思いをもって参加
～「ほんまもん京野菜」を東京でＰＲ～

ひととひと　ふれあい、つながる

JA 京都市

ＪＡ京都市
事業だより

2019 Vol.
251

特集

1 湯通しと最初に出たアク取
りを丁寧に行うと、臭みの
ないぶり大根ができます！

●作り方
①ぶりの切り身を半分に切り、両面に塩を振り10分程おく。
②鍋にたっぷりのお湯を沸かし、ぶりを入れて表面の色が変わ
る程度、湯通しし、冷水につける。冷水ににつけながら、包
丁の背でウロコをコソゲ取り、水気をとる。
③大根はよく洗い３㎝の厚さの半月切りにし、面取りをする。
④土生姜もよく洗い、皮付きのまま、５㎜程度の薄切りにする。
⑤別の鍋にぶり・大根・土生姜を入れ、材料が浸る程度（５カッ
プ程）水を入れ強火にかける。
⑥煮立ったらアクを丁寧にとり、砂糖とみりんを加え、落し蓋
をして中火で10分煮る。（煮くずれするので混ぜない）
⑦しょうゆ大さじ３を加え、煮汁をかけながら30分煮る。
⑧さらにしょうゆ大さじ３を加え、約15分煮る。
　器に盛り、煮汁をかけて完成。お好みで柚子の皮をのせてください。

●材料（4人分）
ぶり（切り身）
ぶり（かま）
大根
土生姜
砂糖

………………………… ４切れ
…………………………… ２切れ

…………………………………… １／２本
…………………………………… 50ｇ

…………………………………… 大さじ４

みりん
しょうゆ
塩
柚子の皮（千切り）

………………………………… 大さじ４
…… 大さじ６（大さじ３ずつ使う）

…………………………………………… 適量
……………………… 適量

－Vol.251－ 2019.1
平成31年1月1日発行

編集・発行／JA京都市（京都市農業協同組合）総務部総務課
〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24　TEL（075）314-0898

https://ja-kyotocity.or.jp/

季節の野菜〜大根〜
これから美味しくな
る大根。年間を通じ
て売っていますが、
秋冬の大根は煮汁の
味を吸い込むため、
冬の温まる煮物料理
に最適！

ぶ
り
大
根
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	いっぷく_251_P04-05
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